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と
じ
て
お
く
と
役
立
ち
ま
十
 

① 	（昭和33年 9 月旧9第 3 種郵便物認可） 	1 部 6 円 

ずにhかわら 
51, 747 人 	女 26. 761人 	（49年 6 月 1 日現在）住民基本台帳から 

男 24 、 986人 世帯数 13、 722世帯 市 の 人 口 	男 	24, 986人 世帯数 1 3. 722世帯 

開園式をかねたこの日は、父兄につきそわれたちびっ子 150 人
ほどが集まり、佐々木市長から「秋の収穫までがんばろう」 と励
まされました。このあと、それぞれ割り当てされた15平方メート
ルのミニ農園にさっそくクワを入れナスやトマト苗を植えました 

4・5 坪の地主たち 
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一
 

6

月
2
3
日
 

割
  
花
火
と
市
民
 

（
日
）
晴
 

歌
の
祝
福
を
う

片
中

一
 
 

け
つ
つ
黄
金
樹
 

の
白
い
花
が
、
 

一
 
ほ

こ
 
ろび

始

一
じ
め
た
朝
で
あ
る
。
 

《
二
十
年
来
の
大
雪
と
、
 

一
春
の
寒
波
、

そ
し
て
 
いた
ず

一
ら
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
 

（
に
も
負
け
ず
に
王
冠
の
ょ
う
な
 

三
・
？.
 

”
タ
ム
レ
 

一
 

分
で
皆
さ
ん

一
生
懸
命
、
黄
色

）
 

い
安
全
杖
を
つ
い
た
お
と
し
よ
一

り
を
 ま
じ
え
て
の
盛
ん
な
運
動
一
 

雄
鷺

分
酉
北
五草
一
 

会
で
あ
り
た
。
 

団
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
始
）
 

球
式
。
 

球
式
。
 

一

そ
れ
に
し
て
も
き
ょ
う
の
岩
一

木
川
河
川
公
園
の
乾
橋
上
流
に
、
 

は
、
公
園
整
備
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
 

が
始
動
し
て
、
そ
の
下
流
に
は
〉
 

馬
力
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
』
 

会
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
会
場
の
一

順
で
、
若
者
と
子
供
た
ち
で

一
《
 

面
花
の
咲
い
た
よ
う
。
 

』
 

晴
れ
あ
が
っ
た
岩
木
山
は
と
く
『
 

に
美
し
い
。
 

」
 

午
後
、
春
の
七
和
高
校
卒
業
」
 

式
当
時
依
頼
さ
れ
た
詩
文
を
ょ

」
 

う
や
く
書
き
あ
げ
る
。
 

一
 

夢
を
も
て
 

”
 

努
力
を
お
し
ま
ぬ
 

」
 

若
い
ち
か
ら
 

一
 

（
七
和
高
校
生
作
）
 

一

四
時
妻
と
と
も
に
バ
ス
で
弘
前
（
 

へ
。
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ら
 
一
花

が
、
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
大
き
な
 

織
一
臓
鷲
「
「範
」
 

月
、
 
？
る
c
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網
 
一
な
ん
と
し
て
も
さ
わ
や
か
な
楽

農
 
？
Z
ノ
く
ー
「
1
，て
才
A
え
え
斗フ
 

子
 
》
し

い
朝
で
あ
る
。
 

診
一
八
時
半
過

ぎ
、
小
山
教
育
長
 

も
ち
 
（
と
平
和
町
で
バ
ッ
タ
リ
会
う
。
 

れ
八
 
一
 
教
育
長
は
南
小
学
校
の
運
動

親
に
 
》
 
1
l
j
'
F

/
e
t
b
ミ
I
 

に
一
 
』
会
に
出
席
と
言
う
。
 

以
『
タ
 
》
 

L
‘
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、
 一1
し
丁
上
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」『
」
トー、1
こ

h
、
一
！

占
目
ン
 

い
 
ノ
目
 

i
 
「
，
ト
 ー
イ

1
 
ノ
メ
ー
‘
ー
 

て
セ
 
”
出
席
、
 「
年
々
増
え
て
い
る
身
 

清
浅
 
一
障
者
の
先
輩
と
し
て
指
導
的
役

を
農
 
』
‘
ニ「
o
z
ノ，
く
ー
一i

、訓「
‘で
 

い
新
 
、
割
り
を
果
た
す
ょ
う
に
」
と
激
 

能
一
励
し

た
o

運
動
会
は
明
る
い
気
 

や
沙
 
、
 

花
毘
 

ミ
内
 

市
 

、‘、 



・

重
片
ら
 
ハ
月
定
例
市
議
会

終
る
 
一
一麟
 

被

災
世
帯
に
援
護
資

金
 

市
議
会
六

月
定
例
会
は
、
六
月
十
七
日
か
ら

九
日
間
開
か

れ
、
四
十
九
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
専
決
処
分
の
 

承
認
な
ど
議
案
二
十
二
件
と
報
告
二
件
を
承
認
、
可
決
し
た
ほ
 
叫
 

か
、
議
員
提
出
、
請
願
各

一
件
も
審
議
し
ま
し
た
o
 

』
 

②
 

難憲験曹奉仕鷲 

生活環境 

パトロール本部 

住みよい 
環境づくりに 

⑤ 1414 

日発行） 

A
補
正
予
算
V
 

一
般
会
計
 
補
正
に
ょ
る
追

加
額
は
一
億
六
千
二
十
六
万
七

千
円
で
、
予
算
の
総
額
は
三
十

四
億
九
千
六
百
八
十

一
万
二
千

円
に
。
 

市
立
高
等
看
護
学
院
特
別
会

計
 
追
加
額
は
四
百
三
十
八
万

一
千
円
、
予
算
の
総
額
は
二
千

百
四
十
七
万
八
千
円
に
。
 

病
院
事
業
会
計
 
資
本
的
支

出
に
四
百
三
十
八
万
一
千
円
を

追
加
、
資
本
的
支
出
の
合
計
額

を
五
千
五
百
三
十
九
万

一
千
円

に
。
 

八
条
例
改
正
な
ど
V
 

市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
と
災

害
援
護
資
金
の
貸
し
付
け
条
例

を
制
定
。
 （
暴
風
、
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
死
亡
し

た
遺
族
に
、
死
亡
者
ひ
と
り
当

り
弔
慰
金
と
し
て
五
十
万
円
、
 

1
5
 被
害
を
う
け
た
世
帯
主
に
対
し

日
 
被
害

の
種
類
と
程
度
に
応
じ
五
 

ー
 

十
万
円
を
限
度
に
援
護
資
金
を

月
 
貸
し

付
け
る
も
の
）
 

侮
 
市
印
鑑

条
例
の
一
部
改
正

（
 

こ
れ
ま
で
、
印
鑑
証
明
な
ど
の

交
付
は
、
代
理
人
が
申
請
す
る

と
き
委
任
状
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
代
理
人
選
任
届
な
ど
 
 

の
書
類
に
よ
っ
て
印
紙
を
必
要

と
し
な
い
手
続
き
と
す
る
）
 

市
火
葬
場
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

（藻
川
火
葬
場
を
使

用
す
る
市
民
の
燃
料
費
を
無
料

と
す
る
）
 

ほ
か
に
、
条
例
改
正
八
件
、
 

市
道
路
線
の
認
定
な
ど
五
件
、
 

報
告
二
件
。
 

ハ
議
員
提
出
V
 

本
年
産
米
の
政
府
買
い
入
れ

価
格
の
引
き
上
げ
な
ど
に
関
す
 

る
意
見
書
（
原
案
可
決
）
 

〈
請
願
V
 

市
道
編
入

（
継
続審
査
）
 

こ
と
し
の
成

人
式
は
、
八
月

十
四
日

（
水
）
 

午
前
十
時
か

ら
、
市
民
文
化

会
館
で
お
こ
な

い
ま
す
。
 

こ
と
し
の
該
 

当
者
は
、
昭
和
 

二
十
九
年
中
に
 

生
ま
れ
た
人
で
 

お
ょ
そ
七
百
人
あ
り
ま
す
。
該

当
者
に
は
追
っ
て
ご
案
内
申
し

あ
げ
ま
す
が
、
例
年
の
ょ
う
に

該
当
者
か
ら
、
成
人
に
な
っ
た

感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。
 
 

締
切
り
、
八
月
五
日
 

字
数
は
、
四
百
字
社l
gめ原
稿

用
紙
五
枚
以
内
で
、
八
月
五
日

ま
で
、
市
内
岩
木
町

一
二
、
五

所
川
原
市
中
央
公
民
館
へ
お
送

り
ね
が
い
ま
す
。
優
秀
な
も
の

は
、
表
彰
す
る
ほ
か
、
成
人
式

場
で

朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

新
谷
又
志
郎
（
松
島
町
）
、
 

沢
田
武
美

（
栄
町
）
、
大
邑
義

雄

（
敷島
町
）
、
川
浪
勝
栄

（
 

藻
川
）
、
開
米
威
治
、
対
馬
正

行

（
以
上
鶴
ケ
岡
）
、
笠
井
得

司

（
桜
田
）
、
外
崎
正
雄
（
中

泊
）
、
斎
藤
晃
（
石
田
坂
）
 
 

十
三
湖
は
汚
れ
て
い
る
 

十
三
湖
に
は
私
た
ち
の
近
く

の
川
か
ら
水
が
流
れ
て
い
ま
す

川
か
み
で
捨
て
た
ご
み
、
農

薬
の
空
き
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

が
流
れ
つ
い
て
シ
ジ
ミ
貝
、
ボ

ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
魚
の
成
長

が
お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

佐
々
木
範
武

（福
岡
）
、
小

田
桐
柾
五
郎
（
福
山
）
、新
谷
順

一
（
前
田
野
目
）
、
三
上
行
夫
 

（
持
子
沢
）
、
高
橋
永
治
（
金

山
）
、
小
田
桐
義
明
（
漆
川
）
 

小
田
桐
長
蔵

（
水
野
尾
）
、中

谷
比
瑳
夫
（
飯
詰
）
 地

元
民

の
自
主
的

な
奉
仕
活

動
で
お
こ

な
っ
て
い

る
市
の
「
 

道
路
愛
護

運
動
」
 

が
、
こ
と

し
も
七
月

一
日
の
小

曲
を
皮
切

り
に
七
月

三
十

一
日

ま
で
の
日

程
で
お
こ

な
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

佐

々
木
甚
三
郎
（
下
岩
崎
）
 

福
士
泰
四
郎

（
七
ッ
館
）
、
木

村
久
（
姥
落
）
、
戸
沢

》
義
（
 

梅
田
）
、
関
幸
雄
（
中
泉
）
、
 

田
村
勉
（
毘
沙
門
）
、
藤
森
広
 

（
長
富
）
、
長
沢
典

三
（
小
 

曲
）
 

（
敬
称
略
）
 

ガ

ス
溶

接
の
 

技
能
講
習

会
 

技
 
能
 
ガ
ス
溶
接
の
技
能
 

と
 
き
 
七
月
二
十
四
、
一
一
 

十
五
の
両
日
 

と
こ
ろ
 
本

町
「
鶴
又
ビ
 

ル
」
四
階
 

受
講
料
 
不
要
で
す
 

定
 
員
 
七
十
人
 

受
 
付
 
五
所
川
原
公
共
職
 

業
安
定
所
 

《
、
●
 
！
 

初
日
の
小
曲
で
は
、
主
婦
や

お
と
し
よ
り
な
ど
部
落
民
七
十

人
ほ
ど
が
奉
仕
に
参
加
、
佐
々

木
市
長
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
 

市
建
設
課
の
ト
ラ
ッ
ク
や
シ
ョ

ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
か
ら
お
ろ
さ
れ

た
じ
ゃ
り
を
ス
コ
ッ
プ
で
敷
い

た
り
、
 地
な
ら
し
し
朝
食
前
の

ひ
と
と
き
、
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
 

成人式、 8 月14日 

感想文を募集します 

じゃり敷きに精をだす主婦たち（小曲で） 

新
出
稼
相

談
員
決
ま
る
 

お
気
軽
に
相
談
を
 



国
道

一
〇
一
号
線
の
新
町
、
 

田
町
、
栄
町
通
り
の
両
側
に
植

え
ら
れ
て
い
る
街
路
樹
、
キ
サ

サ
ギ
（
ゲ
）
△
通
称
黄
金
樹
V
 

が
、
六
月
な
か
ば
す
ぎ
か
ら
花

を
咲
か
せ
、
歩
行
者
の
足
を
と

め
て
い
ま
す
。
 

キ
サ
サ
ギ
は
、
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
 

●

、J

《
L
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●
い
、

、
一T
●ー
、
 

・
、
、
 
一

、
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・
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・
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‘
 
●、
【
ーー
、
“！
一
ご
」

ニ
1

●
、o
 
‘
ニ・
ト
●
●
 
、
 

ズ
ラ
科
の
落
葉
高
木
。
生
長
す

る
と
十
層
ほ
ど
に
伸
び
る
。
枝

先
の
総
状
花
序

（
か
じ
ょ
）
 

に
、
中
心
部
が
暗
紫
色
の
班
点

が
あ
る
、
全
体
が
淡
黄
色
の
か

れ
ん
な
花
を
い
っ
ぱ
い
つ
け
て
 

い
ま
す
。
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歩
行
者
も
足
を
と
め
 

③
 

キササゲに花が咲く 

一I 

国
民
年
金
の
「
障
害
福
祉
年

金
」
在
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を

し
、
身
体
障
害
者
に
な
っ
た
と
 

き
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

そ
う
し
ま
す

と
、
国
民
年
金

は
二
士
歳
に
な

ら
な
い
と
加
入
 

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
二
十
歳
に

な
る
前
の
病
気
や
ケ
ガ
、
先
天

性
の
心
身
障
害
で
困
っ
て
い
る

人
に
は
、
年
金
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
国
民
年
金
は
こ
れ
 
 

ら
の
方
々
の
生
活
を
で
き
る
だ

け
保
障
す
る
た
め
、
障
害
の
状

態
に
あ
る
人
に
二
十
歳
か
ら
障

害
福
祉
年
金
が
 
う
け
ら
れ
ま
 

す
。
 

》
 
 

あ
と
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
は

そ
の
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

障
害
福
祉
年
金
の
額
は
、
国

民
年
金
法
の
改
正
に
ょ
り
、
こ

と
し
九
月
か
ら

一
級
障
害
の
方
 

た
方
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
 

き
、
国
民
年
金
係
に
相
談
さ
れ
 

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

雇
用
促
進
事
業

団

（
本
部
東
京
 

）
で
は
、
 「
勤

労
者
財
産
形
成

融
資
」
の
募
集

を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
 「
 

勤
労
者
財
産
形

成
貯
蓄
」
に
加

入
し
て
い
る
勤

労
者
に
、
持
家
 

と
し
て
分
譲
す
る
住
宅
を
建
設
 

（
購
入
）
し
よ
う
と
す
る
事
業

主
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
貸
し

付
け
す
る
も
の
で
す
。
 

貸
付
金
の
種
類
は
、
住
宅
の

新
築

（
土
地
の
取
得
、
整
備
を

含
む
）
、
購
入
資
金
。
 

受
付
期
限
 
明
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
 

申
込
み
 
建
設
（
購
入
）
予
 
 

定
地
の
金
融
機
関
（
勤
労
者
財

産
彪
成
融
資
業
務
取
扱
店
）
 へ

な
お
、
貸
付
条
件
、
貸
付
金

額
な
ど
融
資
に
つ
い
て
の
お
問

い
あ
わ
せ
は
左
記
へ
 

雇
用
促
進
事
業
団
本
部
（
郵

便
番
号
一
〇
二
、
東
京
都
千
代

田
区
麹
町
ニ
ー
一
）
 

住
宅
金
融
公
庫
本
（
支
）
所

労
働
基
準
局
（
賃
金
課
）
 

「
津
軽
っ
子

」
 

の
作
品
を
募
集
 

募
貧
作
品
 
作
文
、
詩

一
工ー
マ
 
出

か
せ
ぎ
家
庭

で
の
明
る
く
楽
し
い
ふ
ん
囲
気

を
表
わ
し
た
も
の
o
題
は
自
由

応
募
の
資
格
 
出
か
せ
ぎ
家

庭
の
小
、
中
学
生
 

締
切
り
 
八

月
」
千
日
 

応
募
先
 
市
出
稼
対
策
室
 

（
商
工
観
光
課
内
）
 

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
お
返

し
し
ま
せ
ん
。
 

信
用
保

証
料
率
 

を

引
き

下
げ
 

県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
毎

年
信
用
保
証
料
率
を
引
き
下
げ

し
、
中
小
企
業
者
の
負
担
軽
減

を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
四
月
一
日
に
統
い
て
一
一

回
目
の
引
き
下
げ
を
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。
 

カ
ッ
コ
内
は
旧
料
率
 

▽
普
通
保
証
 
年
率

一
・
一
一

八
％
へ
年
率

一
・
三
」
君
）
 

▽
地
場
産
業
振
喚
資
金
 

一
 

・

ニ
四
％
（

一
・
二
七
％
)
 

▽
中
小
企
業
季
節
資
金
 

一
 

・

一
一
六％
（

一
・
三

一
％
)
 

▽
中
小
企
業
手
形
割
引
資
金

一
・
二
八
％
（

一
・
三
三
％
)
 

▽
経
済
変
動
対
策
資
金
 

一
・
二
四
％
（

一
・
二
七
％
)
 

▽
関
連
倒
産
防
止
保
証
 

一
・
二
四
％
（

一
・
二
七
％
)
 

▽
根
保
証
 

一
・
二
六
％
（

一
・
三

一
％
)
 

税
務
大
学
校
で
 

普
通
科
生
を
募
集
 

人
事
院
が
お
こ
な
う
国
家
公

務
員
採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
 

の
合
格
者
の
な
か
か
ら
採
用
さ

れ
ま
す
。
 

税
務
の
専
門
教
育
を
受
け
る

た
め
、
採
用
と
同
時
に
税
務
大

学
校
普
通
科
に
入
校
し
ま
す
。
 

そ
こ
で
約

ー
力
年
の
研
修
を
受

け
、
卒
業
す
る
と
た
だ
ち
に
税

務
署
に
配
置
さ
れ
ま
す
。
 

受
験
の
方
法
や
申
し
込
み
な

ど
、
く
わ
し
く
は
五
所
川
原
税

務
署
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
 

1
v
 

障
害
者
が
二
十
歳
に
か

っ
た
と
き
 

（
重
度
の
障
害
 

）
で
年
額
十
11
1
 

障
害
福
祉
年
金
を請
求
し
て
く
だ
さい
 
嘉
霧

「
“
 

く
わ
し
く
い
い
ま
す
と
、
こ
 

）
に
、
二
級
障
害
の
方
（

》
級

の
障
害
福
祉
年
金
は
、
障
害
の
 
よ

り
比
較
的
軽
度
）
で
年
額
九

原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
が
 

万
円

（
現
行
六
万
円
）
に
そ
れ

二
十
歳
前
す
で
に
な
っ
て
い
る
 

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

人
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
 
一
一

十
歳
前
に
重
い
病
気
に
な

か
ら
、
ま
た
二
十
歳
に
な
っ
た
 
っ

た
り
、
身
体
障
害
者
に
な
っ
 

勤労者の財産形成 

融資をうける方を募集中 

簡保融資 

施設写真コンクール 

テーマ 簡易保険資金融資施設（ 

学校、公園、公営住宅、道路など） 

を題材とした明るい作品 

サイズ 白黒は四切、カラーはス

ライド35ミリ以上。 （単写真） 

賞 各種の賞があります。 

応募のきまり 

△未発表作品であること 

△画題、住所、氏名、施設名を白

黒は作品の裏面に、カラーはマウン

トに記入し、もよりの郵便局へ

▽応募数は、カラー、白黒それぞ

れ 5点以内。 

△締切り 9月14日 
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市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定iま 

早
く
帰
り
ま
し
ょ

う
 

警
察
署
の
有
線
放
送
で
、
午

後
五
時
三
十
分
、
午
後
八
時
の

二
回

「
愛
の
メ
ロ
デ
イ
ー
」
を

流
し
ま
す
。
 

▽

五
時
三
十
分
の
 
メ
ロ
デ
 

《
、

、二
‘

f
？

二
て
、

f
ノ
二

い
・

h
、、
 

（
 

警
察
の
統
計
に
よ
る
と
、
こ

と
し
に
は
い
っ
て
ツ
ン
ナ
ー
、
 

接
着
剤
な
ど
の
乱
用
が
異
常
に
 

ト
 
ふ
え
て
い
ま
す
。
廃

ま
 
で
 
人
に
さ
せ
、
死
に
お

び
 
ン
 
い
や
る
恐
し
い
シ
ソ

遊
 
ケ
 
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
 

ー
 
キ
 
は
絶
対
な
く
し
た
い
 

ナ
 

も
の
で
す
o
 

ル
 

▽
ン
ン
ナ
ー
、
接
 

着
剤
な
ど
を
取
扱
っ

て
い
る
人
や

一
般
の

家
庭
で

は
、
そ
の
普
理
に
じ
ゆ
う
ぶ
ん

留
意
し
て
く
だ
さ
い
o
 

▽
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
 

〇
午
後
五

時
半

〇
午
後
八

時
 

イ
ー
 

子
ど
も
は
、
遊
び
を
や
め
て
 

う
ち
へ
帰
り
ま
し
ょ
う
 

▽
八
時
の
メ
ロ
デ
イ
ー
 

子
ど
も
の
寝
る
時
間
で
す
 

《
 

」
嶋穀
誌
醸
騒
誉
 

き
は
、
す
ぐ
警
察
（

一
一
〇
番

J
 

）
か
、
市
教
育
委
員
会
少
年
補
（
 

導
セ
ソ
タ
ー
 
（
電
話⑤
一、
三
五

、
 

二
番
）
、
ま
た
は
学
校
へ
連
絡

い
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
 

ー
 

〈
 

▽
子
ど
も
の
部
屋
に
は
、
と
『
 

き
ど
き
は
い
っ
て
み
る
こ
と
も
、
 

必
要
と
思
い
ま
す
。
 

、
 

▽
児
童
、
生
徒
が
個
人
で
シ

A
 

ン
ナ
ー
、
接
着
剤
な
ど
を
購
入

（
 

す
る
場
合
は
、
購
入
証
卿
書
を
」
 

販
売
店
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
―
」
 

っ
て
い
ま
す
o
 

》
 

子
ど
も
の
外
出
時
‘
 

に
は
、
行
き
先
な
ど

を

必
ず

た
し
か
め

ま
し
ょ
う
。
 

〇
デ
パ
ー
ト
な
ど

の
万
引
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。
買
い
も

の
は
親
子
で
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

〇
不
良
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
誘
惑
の
手
が

の
び
る
時
期
で
す
。
 

誘
惑

さ
れ
な
い
ょ

う
、
生
活
態
度
を
き

ち
ん
と
 
しま
 
し
よ

う
。
 

〇
持
物
、
服
装
、
そ
の
ほ
か

気
に
か
か
る
ょ
う
な
変
化
が
み

ら
れ
た
ら
、

一
応
赤
信
号
と
思

っ
て
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

〇
子
ど
も
に
た
ば
こ
を
買
わ

せ
な
い
ょ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

路
上
で
遊
ぱ

な
い
 

子
ど
も
と
い
つ
し
ょ
の
外
出

時
は
、
交
通
安
全
の
実
地
指
導

の
よ
い
機
会
で
す
。
 

▽
道
路
で
の
自
転
車
遊
び
と

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
遊
び
は
、
 

だ
れ
で
も
注
意
し
て
や
め
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
 

▽
中
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
の

無
謀
運
転
が
多
い
よ
う
で
す
。
 

と
く
に
、
高
校
生
の
夜
九
時

す
ぎ
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

▽
水
泳
禁
止
区
域
で
の
水
泳
 

麟 
△
夜
の
外
出
V
 

を
よ
く
よ
み
、
い
た
ず
ら
や
危

険
な
遊
び

方
は
 
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

△
交
通
、
水
難
事
故
防
止
V
 

は
絶
対
さ
せ
な
い
よ
う
に
。
ま

た
み
た
と
き
は
注
意
し
て
学
校

に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
海
や
山
へ
行
く
と
き
は
、
 

学
校
に
届
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

【
市
青
少
年
問
題
協
議
会
、
市

教
育
委
員
会
、
市
学
校
警
察
連

絡
協
議
会
、
青
少
年
育
成
県
民

運
動
推
進
協
議
会
】
 

▽
準
備
期
間

七
月
十
八
日
 

ー
七
月
二
十
四

日
 ▽

運
動
期
間

七
月
二
十
五

日
ー
八
月
七
日

こ
ど
も
と
老
 

人
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

運
転
者
の
方

へ
 

こ
ど
も
と
老
人
は
、
動
く
赤

信
号
で
す
。
発
見
し
た
ら

「
徐

行
」
 「
一
時
停
止
」
を

・
 

▽
お
母
さ
ん
へ
 

こ
ど
も
の
ひ
と
り
歩
き
、
路

上
あ
そ
び
、
飛
び
出
し
、
車
の

直
前
、
直
後
の
横
断
を
さ
せ
な

い
。
発
見
し
た
ら
注
意
し
ま
し

よ
う
。
 

▽
お
と
し
よ
り
の
方
へ
 

道
路
の
横
断
は
、
左
右
を
よ

く

確
め
、
斜
め
横
断

は
し
な

い
。
 夜
は
白
っ
ぼ
い
も
の
を
着

よ
う
。
 

▽
酒
の
み
運
転
は
や
め
よ
う
 

「
酒
を
の
ま
な
い
」
 「
の
ま

せ
な
い
」
 「
の
ん
だ
ら
乗
ら
な

い
」
の
三
な
い
運
転
を
固
く
守

ろ
う
。
 

」
七月
十
八
日
 

一
街
頭
献
血
 

今
月
は
、
街
頭
献
血
の
月
間

で
、
県
内
い
っ
せ
い
に
献
血
運

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

市
献
血
協
議
会
で
は
、
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
自

分
の
た
め
、
家
族
b
た
め
献
血

し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
と
き
 
七
月
十
八
日
（
木
 

）
午
後

一
時
半
ー
午
後
「
蒔

▽
と
こ
ろ
 
市
立
西
北
中
央

病
院
前
 

「
県
民
体
育

大
会
 

一
弘
前
市
で
開
催
 

第
二
十
九
回
県
民
体
育
大
会

は
、
八
月
十
七
、
十
八
、
二
十

四
、
二
十
五
の
四
日
間
弘
前
市

で
開
か
れ
ま
す
。
 

当
市
か
ら
は
、
陸
上
競
技
、
 

野
球
、

卓
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
、
 バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
、
 ソ

フ
ト
 ボ
ー
ル
、
 バ
ト
 
ミ
ソ
ト

ン
（
剣
道
、
相
撲
の
代
表
選
手

が
出
場
す
る
予
定
で
す
。
 

出
場
を
希
望
す
る
方
は
、
資

格
な
ど
も
あ

り
ま
す

の
で
七

月
十
九
日
ま
で
、
市
数
育
委
員

会
内
「
市
体
育
協
会
」

（
電
話

④
三

一
九
二
番
）
に
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

愛

の
メ
ロ
デ
ィ

ー
 

キケ 

シ
 

子
ど
も
さ
ん
が
長
い
夏
休
み
に
は
い
り
ま
す
。
七
月
一
干

一
、
 

日
ー
八
月
二
十
三
日
の
 
夏休
み
中
の
 生
活
に
つ
い
て
は
、
学

校
で
じ

ゆ
う
ぶ
ん
指
導
し
て
お
り
ま
す
が
、
交
通
事
故

t
水
死

事
故
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

子
ど
も
と
の
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
を
．よ
く

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。
 

子
ど
も
の
成
長
ぶ
り
に
び
っ
く
り
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
な
ん
と
し
て
も
親
と

子
の
人
間
関
係
が
大
事

で
す
。
親
と
子
の
話
し
合
い
を
中
心
に
楽
し
い
夏
休
み
に
し
た

い
も
の
で
す
。
 

、
 
》
 
●
 

・
、
 
「
 
、
 

・
、
 

J’
 

買いものは親子で ＜非行防止＞ 
夏
ま
つ
り
な
ど
で
、
夜
の
外

出
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
夜

の
外
出
は
、
親
と
い
っ
し
ょ
に

歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
お
そ
く
と
も
九
時
ま
で
に
 

‘ば
帰
宅
す
る
よ
う
に
。
ね
ぶ
た

な
ど
の
場
合
は
、
運
行
責
任
者

の
指
示
に
従
い
、
で
き
る
だ
け

早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

▽
女
子
の
ひ
と
り
歩
き
や
、
 

生
徒
ど
う
し
で
泊
り
歩
く
こ
と

は
絶
対
さ
せ
な
い
よ
う
に
。
 

▽
花
火
遊
び
は
、
注
意
書
き
 

一
三
三
一
」
昌
」
」
「

「
」
」
「
昌
」
」
昌
」
「

「
「
」
」
「
「
」
」
昌
昌
「

」
「
昌
」
三
昌
「
三
呈

昌
昌
昌
三
 

夏の交通安全 

県民運動が始まります 

広
 
報
 
の
 
早
期
 配
 
布
に
ご
 
協
カ

く
だ

さ
 
い
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